
引継ぎチラシを
貼り付ける

端子台

※電源線は、Ｕ字に曲げてから
　端子台に差し込んでください。

引き込み口

コード
クランプ

孔カバーのツメが、ツメ用の穴に
入るようにして押し込んでください。

孔カバー

リリースボタン 押す

端子台

先細で棒状のもの（つまようじなど）

引っかけ用の窪み
孔カバー

固定ネジ
φ4×12（４本）

70mm
15mm

VVFケーブル

蒸気排出ユニット
KSB-C060SW/N 取付設置説明書
安全上のご注意 ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。

表示と意味は次のようになっています。

■取付前の準備 (事前確認のお願い )
●収納庫に蒸気排出ユニットが取り付けられることを確認してください。
●収納庫の背板側に蒸気排出ユニット固定ネジの取付桟があることを確認してください。
●収納庫の背板の指定位置に、電源線の取り込み穴があることを確認してください。
●梱包から取り出した後、本書裏面記載の同梱部品の確認をしてください。
●収納庫に取り付ける前までの作業は保護シート等の上に置いてください。

VVFケーブルの許容電流を超えたブ
レーカーの設置、接続や固定が不完全な
場合は、感電や火災の原因になります。

配線工事は、関連する法令・規定
に従って行う。

〈電気配線〉
●電源線の取込み位置は、上図の「位置図」に従ってください。
●AC100V 15A以上の電源容量の専用回路が1回線必要です。
●電源線は、VVFケーブル φ1.6～φ2.0のものをお使いください。

この説明書の裏面は型紙(原寸大)になっています。ご利用ください。
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■システムキッチン工事業者様へ
【作業開始前の確認】 キャビネットに本商品取付専
用の下穴があいている場合は、「ユニットの取付」
手順２へ進んでください。
異なる場合は、手順1より順に作業ください。
右図は、収納庫に取り付けた参考図です、収納庫の種類に
よっては異なってきます。この説明書の文中では、蒸気排出
ユニット本体を「ユニット」と呼びます。

ユニットの取付

各部のなまえ

収納庫のセンター

テープで仮止めする
原寸大 型紙を天板に当てる
5－φ2.5下穴を開ける　～

原寸大 型紙

収納庫
スライドカウンター

2口コンセント

操作パネル

送風口

〈ユニットベースの取付〉
1.取付位置の下穴加工
●収納庫背板上に幅方向のセンター位置を割出し、背板側に
センター線をケガキます。
●｢原寸大 型紙｣の中心位置と収納庫のセンターケガキ線を
合せながら、｢原寸大 型紙｣を収納庫天板に突き当てます。
その状態でテープで仮止めします。
●｢原寸大 型紙｣のABCDEの位置にφ2.5の下穴を開けま
す。
｢原寸大 型紙｣の上からドリルで開けてください。
｢原寸大 型紙｣がずれないようにしてください。
●｢原寸大 型紙｣を外します。

2.収納庫へゴムブッシュ、スペーサの取付
●AB穴に付属品のゴムブッシュ、スペーサーをセット
し、ユニット固定用ネジφ4×25 をねじ込みます。
※ネジは、仮止め程度でねじ込んでください。

3.ユニットベース側ゴムブッシュ、スペーサの取付
●ユニットの前カバー固定ネジを外し、前カバーとユニット
ベースに分離します。
最初に固定ネジφ4×12(4本)を手廻しでゆるめ外します。
次に前カバーを持ち上げて外します。
外したネジは、孔カバーの小袋に入れ、外した前カバーと一
緒に製品が入っていた袋に入れてください。
●ユニットベースのCDE部のダルマ穴にゴムブッシュとス
ペーサをセットし、溝に合わせながら、下から滑らせはめ込み
ます。

ゴムブッシュの外径が
大きい方を背板側にする。

ゴムブッシュネジ スペーサー

※最初に A B２箇所に
　ゴムブッシュ、スペーサを取付ける。

前カバーを持上げて外します。

前カバー

固定ネジ
φ4×12(4本)を
外す

前カバー

孔カバー

前カバー
固定ネジ 4本

(３箇所)

ユニットベース

次　に

最初に

収納庫

ユニットベース
ゴムブッシュ

この溝に
はめ込む

ネジ

スペーサ
ダルマ穴下側の大きな穴に入れてから
ユニットベースを下側にずらす。

製品が入って
いた袋

ユニットベース

●ユニットベースを予め収納庫の背板に取付けておいた2個の
ゴムブッシュ ABをユニットベースのAB部のダルマ穴に
通した後、ユニットベースを下方向にずらしてゴムブッシュの
溝にはめ込みます。
取付後、製品に傾きなどないか確認してください。
●最初にユニットベースのCDE部にゴムブッシュとスペーサ
がはまっているか、また、事前に開けた下穴が合っているか
確認し、ユニット固定用ネジΦ4×25(3本)にて手廻しでねじ
込みます。
●次にAB部のネジ2本を締め込みます。

〈電気工事への引継ぎ〉
●袋に入れた前カバーを収納庫内に置き、引継ぎチラシを
袋の上に貼り付けてください。

■電気工事業者様へ
〈電源線の接続〉
●電源線の引き込み口から、端子台までの必要長さを決めます。
※図示のようにコードクランプ締結位置からU字に曲げて端子台の接続口
に差し込みますのでその長さで決めてください。

●電源線の芯線の被覆は15mmむいてください。
●コードクランプを一旦、外します。
●電源線を図示のように曲げ込んでからそれぞれ
の電源線を端子台に差し込んでください。

●コードクランプに電源線を通して、再びネジで固定してください。
あまった電源線はもとに戻してください。
●ユニットベースの前面から前カバーをはめ込みます。
※操作パネル部・コンセント部の角穴にしっかりはまっていることを確認し
てください。
※電源線が前カバーから外に、はみ出ていないことを確認してください。
●固定ネジφ4×12 4本で締め付けます。
※空回りしないようドライバーを手廻しで締めてください。

●ネジ締め後に、孔部に孔カバー (4箇所)を押し込んでください。
※取り外す時は、先細のつまようじなどでひっかけて外してください。

VVFケーブルの外し方
端子台からVVFケーブルを外す必要が生じた場合は、端子台のリリースボタン
(白い部分)をマイナスドライバーで押しながらVVFケーブルを引き抜いてくだ
さい。
※リリースボタンを十分に押さずにVVFケーブルを無理に引き抜くと端子台
が破損します。

配線後の確認
1.収納庫にユニットが確実に固定されているか点検してください。
2.操作パネルの｢電源/切替｣スイッチを3回押して｢手動｣モードに設定して
ください。
手動ランプが点灯しファンが送風することを確認してください。
3.ユニットのコンセント2箇所に100Vの電圧が確かに供給されている事を確
認してください。

電源線は、奥まで確実に差し込む。
引っ張って容易に抜けないことを確認する。
差し込みが不十分な場合、感電や火災の原因になります。

確実に差し込む 挿入不足です

注意 固定は、電動ドライバー禁止
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●本図は、収納庫幅600の場合ですが、900幅も共通です。
●蒸気排出ユニットは収納庫の幅方向中心位置に取付けます。
●本ユニットは、電源線1回路の引き込みが必要です。
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